
社団法人岩手県農業公社 農地整備部 部長 山田 連

完全更新法から簡易更新法へ

新草地更新事業実績（単位：ha）

年度 完全更新法 簡易更新法 備考

Ｈ１６ １３．２８ －

Ｈ１７ ４１．５１ －

Ｈ１８ １５．６０ －

Ｈ１９ １０．９９ ２０．４０ 内実演等：９．２０ha

Ｈ２０ １２．６４ ６３．７７

合計 ９４．０２ ８４．０７

２００７／８／３０ 葛巻町にて

１．はじめに

昨今、粗飼料増産、自給率の向上が求められてい

ますが、草地の更新は中々進んでいない現状にあり

ます。これは、草地の単純更新が補助事業での活用

が難しいことや、自力で更新するにしても全ての農

業者の機械力が十分でなかったり、更新作業に充て

る時間的余裕が持てないことに大きな要因があると

思われます。

また、草地更新を社団法人岩手県農業公社（以下

「県公社」と言う。）や地域の組合等に委託するに

しても多額の費用がかかることから、中々草地更新

をしようとするまでいかないのが現状であったよう

に思われます。

そこで、県公社では平成１６年度から、畜産部門で

は『新草地更新事業』として、農業者から直接受託

する場合の低コスト事業をスタートさせましたが、

完全更新による草地更新は平成２０年度までの５年間

でわずか９４haの需要で終わっています。

２．完全更新から簡易草地更新へ

県公社の“草つくり”は平成１８年度までは、プラ

ウ等により全面耕起して播種する『完全草地更新

法』で行なわれていましたが、県内では、岩手県農

業研究センター畜産研究所（以下「畜産研究所」と

言う。）の研究・新技術紹介により、平成１２年頃か

ら簡易草地更新技術が普及し始めていました。

県内では、殆どがプラウ等を使った草地更新をし

ていましたので、私ども県公社にとっても、衝撃的

な工法ではありましたが、中々なじめない工法でも

ありました。

新草地更新事業で完全更新法による草地更新を実

施した農業者からのアンケート調査結果では、「（収

量が増え）自給率が上がった」「満足している」「５

年から１０年周期で更新したい」が、「工事費が高い」

という傾向が見受けられました。

そこで、多くの不安や戸惑いを持ちながら、更に

低コストで牧草の収量アップの可能性のある簡易草

地更新に取り組むこととなりました。

３．簡易更新への取組

『簡易草地更新法』は、全面耕起しないで播種す

る工法で、畜産研究所の研究・技術紹介で以前から

知ってはいましたが、県公社が取り組んだのは平成

１９年度からです。

それまで、県内で行なわれていた簡易草地更新機

の主流は、分類上は「穿孔式」という地表に穴を開

けて播種する方式でしたが、県公社が取り入れたの

は、Ａ社のＧファーマーという機械で、分類上は

「作溝式」です。溝状の播種床を形成して播種する

方式です。

取組に際しては、まず実証試験という形でスター

トすることとなり、平成１９年８月２４日の花泉町をか

わきりに、葛巻町、一戸町、岩泉町、花巻市、紫波

町、最後に１０月２７日の千厩町と県内７市町村で実施

することができ、この間、９月１２日には畜産研究所

で実演会を開催し、関係機関をはじめ多くの農業者
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の方々に見てもらうことができました。

また、実証試験で県内を回っている最中には近く

の農業者から簡易更新の要望があり、私どもの予想

を超える期待感を感じることができました。

なお、実証試験・実演会の開催に当たっては、畜

産研究所、農業改良普及センターのご協力を頂き、

また、取り組み直後は簡易草地更新機が間に合わ

ず、Ｓ社から機械を借りるかたちでのスタートでし

た。改めて、関係機関・団体の皆様には紙面を借り

てお礼申し上げます。

４．簡易草地更新作業の留意点

平成１９年度は県内８地区で約９haのほ場で簡易

草地更新を行ないましたが、この内３地区において

十分な発芽や生育が見られませんでした。取り組み

初年度でもあり原因を絞り込むにはデーター不足で

もありましたが、作溝が十分に形成されていなかっ

たことや、溝から発芽が見られなかったことから次

のようなことが考えられました。

①作溝が開放状態となり、発芽・生育に必要な水

分補給ができなかった。②播種時期が早かった。又

は遅かった。③１０ａ当りの播種量が多すぎた。（品

種も多すぎた）④公社の施工技術が未成熟であっ

た。などが考えられました。

平成２０年度においては、県内２０地区、約６０haに

おいて簡易草地更新を行ないました。播種時期は、

５月７日の岩泉町をかわきりに１０月３０日の一関市が

最後となり、結果は概ね良好と思われましたが、８

月下旬に播種した３地区の約９．０haにおいては、昨

年同様十分な発芽生育が見られませんでした。特

に、同一ほ場（転作田）でも日陰では十分な発育が

見られたのに対し、日なたでは発芽が不十分であっ

たことから、９月中旬に改めて播種し直してみたと

ころ、発芽を観察できました。以上のことから、岩

手県での簡易草地更新では次のようなことを推測し

ました。

採草地においては①夏の暑い時期を避け、完全更

新の播種時期より１～２週間程度遅い時期が播種適

期となる。②作溝はできるだけ播種床が露出しない

深さに調整する。③播種床の露出が多い場合は、

ローラー掛けによる鎮圧作業を行ったほうがよい。

放牧地においては、岩泉町の１地区しか実績はあ

りませんが、放牧直前の５月中旬に播種したところ

草量が大きく増えたという看視人の話しから、春播

きであっても牛の歩行により覆土・鎮圧が十分に出

２００７／９／１２ 畜産研究所での実演会

２００７／９／２７ 紫波町にて 作溝式

２００７／８／１０ 滝沢村にて 作溝（播種床）に落ちた種子

２００７／９／３ 一戸町にて （穿孔式）
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来上がったと思われます。

５．簡易更新技術について

簡易草地更新作業は、特別な技術を必要とせず、

農機具を扱っている者であれば、誰でも作業可能な

技術です。県公社で使用している機械はＡ社のＧ

ファーマーという機種であり播種専用機械です。私

どもと同じ作溝式の機械は、平成２１年５月現在で約

１０台が県内で稼動しており、昨年度は約２００haが簡

易更新法により草地更新がされているようです。

（台数、面積とも未確認）いずれも、県公社と同様

に始めて取り組んだところが多く評価は様々と聞い

ています。

作溝式の簡易更新は、岩手県では比較的新しい技

術であり、特に種子の種類や種子量、土壌改良の必

要性や施肥量についてはあまり普及していませんで

したが、昨年度に岩手県農業改良普及センターが作

成した『草地更新のススメ』により簡易更新技術に

ついて明らかになってきています。ここでは内容の

紹介はしませんが、今後の作業や普及に役立つ手引

書であり、参考にして頂きたいと思います。

６．簡易草地更新の特徴

完全草地更新法と比べて特徴を記述します。

○長所

①作業工程が簡略化されることから、迅速かつ低

コストでの作業が可能である。

作業能力：１．０～１．５時間／１．０ha

②土壌浸食の危険性が少ない。

表土の移動が伴わない

③既存の植生を生かしながらの更新も可能である。

放牧直前、二（三）番草収穫後に播種する

④ほ場面に傷をつけるので、既存の植生を刺激し

牧草の活性化を促進する。

⑤面積当りの播種量の調整が正確である

無制限に播種量調整が可能

＜完全更新法＞

耕起→砕土→土壌改良・施肥→整地→覆土→播種

→鎮圧

＜簡易更新法＞

（土壌改良・施肥）→ → → 播種

→（鎮圧）

○短所

①完全更新法に比べ土壌改良が難しい

完全更新は地表下１５cmの土壌改良が可能で

すが、簡易更新は地表面からの吸収

②極端に雑草が優占した草地の更新には不向き

雑草が多い場合は、薬剤散布を伴う場合も

あります

③筋播きであり、多量の種子の混播は不向き

④播種時期が限定される

２００７／１０／１１ 葛巻町にて 播種後５２日経過
作溝からの発芽が見えない

使用機械：Ａ社 Ｇファーマー
全幅２．７ｍ 全高１．５ｍ 全長２．１ｍ 重量９３８㎏
種子容量２９０� 作業幅２．７ｍ タイン数１４条 畝幅１５㎝

２００７／１０／２９ 滝沢村にて 播種後４７日経過
筋条に順調に発芽しているのがわかる
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７．おわりに

県内の牧草地は、３９，８００ha（Ｈ１８産）と県内畜

産を支える重要な生産基盤となっていますが、草地

の立地条件や更新に要する費用から草地更新が積極

的に行なわれていない状況にありました。簡易更新

は完全更新に比べ、短期間・低コストでの施工が可

能であり、牧草生産を中止する期間が短く経営への

負担が少なく、また、土壌流亡の危険性が少なく傾

斜地での更新作業にも適した技術であることから、

県公社ではこの技術に取り組むこととしました。

草地の更新をしないで牧草収量を上げるには、部

分的な追播や、施肥量の工夫や改善等があり、簡易

更新は完全更新には劣りますが、確実に牧草の収量

アップにつながる方策として岩手県内でも急速な需

要の伸びが見られます。

県公社では、２年間で約８４haの簡易更新による

草地更新を行ないましたが、平成２１年度は約８０ha

の需要が見込まれています。今後も更なる要望にこ

たえるため技術を磨いていこうと思います。

※最後に、牧草の更新にかかる県公社のパンフ

レットを紹介させて頂きます。
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